
 

 

［成果情報名］冬季のススキ優占草地は子牛生産性に影響を及ぼすことなく放牧利用できる 

［要約］積雪の少ない温暖低標高地のススキ優占草地は、黒毛和種繁殖牛の妊娠中期までの

冬季放牧地として活用でき、連年での冬季放牧飼養においても生産された子牛の生時体重

や発育性には影響しない。 

［キーワード］ススキ優占草地、冬季放牧、子牛生産、黒毛和種繁殖雌牛 

［担当］自給飼料生産・利用・高品質牛肉生産 

［代表連絡先］電話 0854-82-0144 
［研究所名］近畿中国四国農業研究センター・畜産草地・鳥獣害研究領域 

［分類］研究成果情報 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

耕作放棄地などの野草を利用した黒毛和種繁殖雌牛の放牧飼養は、飼料費削減、放牧期

間延長、飼養管理省力化、環境負荷軽減などの観点から生産現場での関心が高い。しかし

ながら、冬季の野草地を繁殖雌牛の放牧地として活用するには、子牛生産への評価を行う

必要がある。 
そこで、積雪の少ない温暖な低標高地のススキ優占草地で繁殖雌牛の冬季放牧を行い、

母牛の栄養状態ならびに子牛の生産性、発育性を明らかにする。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．放牧地は毎年３月に掃除刈りを行い、７月中旬までの約３週間放牧し、それ以降は放

牧を休止し備蓄する。2011 年度から 2013 年度において、毎年 11 月下旬から３月上旬ま

での 98 日間放牧を行う。補助飼料のフスマは、放牧中期（放牧 42～56 日目）より日量

１～２kg／頭を給与する。冬季放牧終了後はシバ優占草地放牧、分娩前後は舎飼いとす

る。 

２．植生は、ネザサ、スイバ、ヨモギ、ジュズスゲ、チガヤなどが混在し、冬季放牧によ

る経年的な生産量の低下や植生の変化はみられない。植生の TDN（可消化養分総量）は

繁殖牛にとってほぼ適性水準で、CP（粗タンパク質）は不足気味である（図１）が、補

助飼料無給与条件において、ha あたり２頭の放牧強度で約６～８週間の放牧が可能であ

る。  
３．血液代謝成分のうちエネルギー充足項目は、BHB（β-ヒドロキシ酪酸）、GLC（グル

コース）、ACAC（アセト酢酸）のいずれも放牧開始から終了まで黒毛和種繁殖牛の適正

値範囲内で推移する。FFA（遊離脂肪酸）は、放牧中期以降に適正値範囲を超えるが、運

動による上昇要因もあることから総合的評価では大きな支障はない（図２）。 

４．血液代謝成分のうちタンパク質代謝項目は、放牧開始後に BUN（血中尿素窒素）の低

下が認められるが、補助飼料のフスマを給与後は上昇し、放牧期間中は適正値範囲内で

推移する。ALB（アルブミン）は、ほぼ変動なく適正値範囲内で推移する（図２）。  

５．冬季放牧後に生産された子牛（オス３頭、メス３頭）の生時体重および５ヶ月齢体重

は、冬季放牧を行わずに生産された兄弟子牛ならびに大田研究拠点生産牛、全和発育平

均値との比較において劣ることはない。また、３シーズンにわたる経年の冬季放牧も子

牛生産性には影響を認めない（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．同一牛２頭を放牧し、試験開始時は６歳と７歳、妊娠 34～95 日である。草地（島根県

大田市）は、面積約 0.9ha、標高約 60～90m、東斜面、傾斜５～15 度、無施肥である。 

２．積雪の少ない温暖な中国地域において、放牧期間の延長や周年放牧に取り組む際にス

スキ優占草地を放牧地として活用できる。  
３．放牧中期以降は、NFC（非繊維性炭水化物）および CP の補充を目的としてフスマなど

の補助飼料を給与することにより、栄養状態の改善を図ることができる。  
４．放牧牛は放牧経験のある経産牛とし、ルーメンフィルに留意するとともに、妊娠後期

までにはススキ優占草地放牧を終了させ、分娩前の増し飼いは通常通り行う。  



 

 

図１ 入牧時（11 月下旬）における 

現存量、TDN および CP 含量 
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図２ 放牧牛の血液代謝成分値の動態 

３シーズン、２頭の平均値 

［具体的データ］ 
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表１ 冬季放牧後に生産された子牛の体重比較 

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀

n 3 3 4 5  60 63 - -

生時（kg） 39.5±3.04 34.8±1.76 35.3±8.05 33.0±0.79 35.7±5.63 32.1±4.42 39.0 29.9

n 3 3 3 5 49 50 - -

5ヶ月齢（kg） 186.8±17.78 150.5±26.04 155.5±26.92 151.3±14.34 169.8±23.13 151.8±17.47 164.6 140.5

　　３）：生時は0-1日齢、5ヶ月齢は145-155日齢の測定値、大田研究拠点生産牛平均値

　冬季放牧の有無、拠点生産牛との間に有意差はなし

　

　平均±SD

　　１）：生時は0日齢、5ヶ月齢は147-158日齢の測定値
　　２）：生時は0-3日齢、5ヶ月齢は144-157日齢の測定値

　　４）：全国和牛登録協会の示す発育平均値
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